
数学 NO.４５
〈解答〉

1　⑴　 3
２ 　　⑵　－ 4 　　⑶　 3 x＋y 

10 　　⑷　－18a　　⑸　－ 3 x２－3７　　⑹　－√6

2　⑴　x＝ ５ ±√７
２

　　⑵　n＝ 6
　　⑶　①　0.6x＋ 4 枚　　②　1２枚　
　　⑷　右図
　　⑸　①　７0L　　②　 4 分1５秒

　　⑹　①　 ７
36　　②　 1

3

配点　各 ２ 点　30点満点

〈解説〉

1　⑴　 ２
3 ÷ 4

9

　　　＝ ２
3 × 9

4

　　　＝ 3
２

　　⑵　－4２＋（－ 6 ）２ ÷ 3
　　　＝－ 4 × 4 ＋（－ 6 ）×（－ 6 ）÷ 3
　　　＝－16＋36÷ 3
　　　＝－16＋1２
　　　＝－ 4

　　⑶　 x－y 
２ － x－ 3 y 

５

　　　＝（ x－y）× ５  
２ × ５ －（ x－ 3 y）× ２  

５ × ２

　　　＝ ５（ x－y） 
10 － ２（ x－ 3 y） 

10

　　　＝ ５（ x－y）－ ２（ x－ 3 y） 
10

　　　＝ ５ x－ ５ y－ ２ x＋ 6 y
10

　　　＝ 3 x＋y 
10

2　⑷



　　⑷　 9 a3÷（－ 3 a２b）× 6 b

　　　＝－ 9 a3× 6 b
3 a２b

　　　＝－18a
　　⑸　（ x＋ ２ ）（ x－14）－（ ２ x－ 3 ）２

　　　＝x２ ＋（ ２ －14）x＋ ２ ×（－14 ）－｛（ ２ x ）２＋ ２ × ２ x×（－ 3 ）＋（－ 3 ）２ ｝
　　　＝x２ －1２x －２8－（ 4 x２－1２x＋ 9 ）
　　　＝x２ －1２x －２8－ 4 x２＋1２x － 9
　　　＝－ 3 x２－3７
　　⑹　√５4＋√1２×（－√8  ）
　　　＝√２ × 3 × 3 × 3 ＋√２ × ２ × 3 ×（－√２ × ２ × ２  ）
　　　＝ 3 √6 ＋ ２ √3 ×（－ ２ √２  ）
　　　＝ 3 √6 － 4 √6
　　　＝－√6

2　⑴　両辺の平方根をとって，
　　　　　 ２ x－ ５ ＝±√７
　　　左辺の－ ５ を移項して，
　　　　　　    ２ x＝ ５ ±√７
　　　両辺を ２ で割って，

　　　　　　　　x＝ ５ ±√７
２

　　⑵　 ２16
n ＝  √２16 

√n

　　　　　　　＝ 6 √6  
√n

　　　より，最小の n は 6 である。
　　⑶　① 　兄が最初に持っていたカードの枚数は x 枚，弟が最初に持っていたカードの

枚数は，その 6 割の0.6x枚であった。兄が弟に 4 枚のカードをあげた後は，
　　　　　　　兄…（ x － 4 ）枚
　　　　　　　弟…（0.6x＋ 4 ）枚
　　　　　のカードを持っていることになる。
　　　　② 　兄が持っているカードの枚数と弟が持っているカードの枚数の比が 9 ： ７ に

なったので，
　　　　　　　（ x － 4 ）：（0.6x＋ 4 ）＝ 9 ： ７
　　　　　という比例式が成り立つ。外項の積と内項の積は等しいので，
　　　　　　　 ７（ x － 4 ）＝ 9（0.6x＋ 4 ）
　　　　　　　　 ７ x －２8＝５.4x ＋36
　　　　　両辺を10倍して，
　　　　　　　　７0x－２80＝５4x＋360



　　　　　左辺の－２80，右辺の５4xを移項して，
　　　　　　　    ７0x－５4x＝360＋２80
　　　　　　　　　　  16x＝640
　　　　　両辺を16で割って，
　　　　　　　　　　　  x＝40
　　　　　よって，最初に兄は40枚，弟は
　　　　　　　　0.6×40＝２4〔枚〕
　　　　　のカードを持っていた。兄が弟にさらに y 枚のカードをあげるものとすると，
　　　　　　　兄… 40－ 4 －y＝（36－y ）〔枚〕
　　　　　　　弟… ２4＋ 4 ＋y＝（２8＋y ）〔枚〕
　　　　　のカードを持っていることになり，これらの比が 3 ： ５ になるので，
　　　　　　　（36－y ）：（２8＋y ）＝ 3 ： ５
　　　　　という比例式が成り立つ。外項の積と内項の積は等しいので，
　　　　　　　 ５（36－y ）＝ 3（２8＋y ）
　　　　　　　　180－ ５ y＝84＋ 3 y
　　　　　左辺の180，右辺の 3 yを移項して，
　　　　　　　－ ５ y－ 3 y＝84－180
　　　　 　　　　　  － 8 y＝－96
　　　　　両辺を－ 8 で割って，
　　　　　　　 　　　　 y＝1２
　　　　　したがって，兄が弟にさらに1２枚のカードをあげればよい。
　　⑷ 　辺ＡＢとＡＣから等しい距離にある点Ｐは，

∠ＢＡＣの二等分線上にある。また，線分ＡＰ
を底辺としたときに△ＡＢＰの高さとなる線
分ＢＱは，頂点Ｂから直線ＡＰに引いた垂線
になる。したがって，右の図のように，以
下の手順①～⑥で作図するとよい。

　　　①　頂点Ａを中心とする円弧をかく。
　　　② 　①でかいた円弧と辺ＡＢ，ＡＣとの交点

をそれぞれ中心とする，等しい半径の円
弧をかく。

　　　③ 　②でかいた円弧どうしの交点と頂点Ａを通る直線を引くと，その直線と辺ＢＣと
の交点が点Ｐである。

　　　④　頂点Ｂを中心とし，直線ＡＰと ２ 点で交わる円弧をかく。
　　　⑤ 　④でかいた円弧と直線ＡＰとの ２ つの交点を中心とする，等しい半径の円弧をか

く。
　　　⑥ 　⑤でかいた円弧どうしの交点と頂点Ｂを通る直線を，線分として直線ＡＰまで引

くと，その線分と直線ＡＰとの交点が点Ｑである。
　　⑸　①　排水口Ａのみを開いた最初の 8 分間に
　　　　　　　 ２ × 8 ＝16〔L〕



　　　　　の水を排水し，排水口Ａ，Ｂの両方を開いた 8 分後から13分後までの ５ 分間に
　　　　　　　（ ２ ＋ 4 ）× ５ ＝30〔L〕
　　　　　の水を排水し，排水口Ｂのみを開いた13分後から19分後までの 6 分間に
　　　　　　　 4 × 6 ＝２4〔L〕
　　　　　 の水を排水したことになるので，満水の状態

の水の量は，
　　　　　　　16＋30＋２4
　　　　　　＝７0〔L〕
　　　　　 である。なお，y 座標を記入すると，グラフ 

は右の図のようになっている。

　　　　② 　排水口Ａ，Ｂの両方から排水した時間を a 分とすると，最後に排水口Ａのみ
から排水した時間は，1７分30秒から排水口Ｂのみから排水した時間と排水口Ａ，
Ｂの両方から排水した時間を引いて求められるので，

　　　　　　　1７30
60－ 9 － a ＝（ 1７

２ － a ）〔分〕

　　　　　 と表される。よって，排水口Ｂのみから排水した水の量，排水口Ａ，Ｂの両方
から排水した水の量，排水口Ａのみから排水した水の量の和が満水の状態の水
の量になるので，

　　　　　　　 4 × 9 ＋（ ２ ＋ 4 ）× a ＋ ２ ×（ 1７
２ － a ）＝７0

　　　　　という方程式が成り立つ。これを整理して，

　　　　　　　36＋ 6 a＋ ２（ 1７
２ － a ）＝７0

　　　　　　　　　36＋ 6 a＋1７－ ２ a＝７0
　　　　　左辺の36，1７を移項して，
　　　　　　　　　　　　　 6 a－ ２ a＝７0－36－1７
　　　　　　　　　　　　　　　   4 a＝1７

　　　　　　　　　　　　　　　　   a＝1７
4

　　　　　この時間は

　　　　　　　1７
4 ＝ 4 1

4 ＝ 4 1５
60〔分〕

　　　　　と表されるので， 4 分1５秒であった。
　　⑹　① 　 1 ≦ m ≦ 6 ， 1 ≦ n ≦ 6 なので， 1 ≦ x ≦ 6 ， 1 ≦ y≦ 6 の範囲において，

x 座標，y 座標ともに整数になる点は，関数 y＝ 1
２ x のグラフ上では

　　　　　　　（ x，y ）＝（ ２ ， 1 ），（ 4 ， ２ ），（ 6 ， 3 ）

　　　　　の 3 点である。また，関数 y＝  1２
x  （ x＞ 0 ）のグラフ上では



　　　　　　　（ x，y ）＝（ ２ ， 6 ），（ 3 ， 4 ），（ 4 ， 3 ），（ 6 ， ２ ）
　　　　　の 4 点であるので，求める確率は，

　　　　　　　 3 ＋ 4
6 × 6 ＝ ７

36
　　　　②　点Ｍの座標は（ m， 1

２ m ）と表されるので，
　　　　　　　ＯＰ＝  m〔㎝〕

　　　　　　　ＭＰ＝ 1
２ m〔㎝〕

　　　　　である。よって，

　　　　　　　△ＯＭＰ＝ 1
２ × m × 1

２  m

　　　　　　　　　　 ＝ 1
4 m２〔㎝２〕

　　　　　となる。また，点Ｎの座標は（ n，1２
n  ）と表されるので，

　　　　　　　ＯＱ＝  n〔㎝〕

　　　　　　　ＮＱ＝1２
n  〔㎝〕

　　　　　である。よって，

　　　　　　　△ＯＮＱ＝ 1
２ × n × 1２

n
　　　　　　　　　　 ＝ 6 〔㎝２〕
　　　　　となり，n の値にかかわらず 6 ㎝２ で一定になる。
　　　　　ここで△ＯＭＰ＝△ＯＮＱとなる m は，

　　　　　　　 1
4 m２＝ 6

　　　 　　　　　m２＝２4
　　　　　　　　 m ＝± ２ √6
　　　　　 m ＞ 0 より，m＝ ２ √6
　　　　　ここで△ＯＭＰ＞△ＯＮＱより，
　　　　　　　m ＞ ２ √6 なので，m＝ ５ ， 6
　　　　　の ２ 通りなので，求める確率は，

　　　　　　　 ２
6 ＝ 1

3


